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自然法則/装置、方式

課題

解決

(原理/手段 ) ヨンセプト
(3F:3Forces)

目的/活用

イノベーション



イノベーション ⇔ 持続

‐技術とマーケットの連鎖 ロ
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売上 :5,000億 円、国内外特許 :350件

コンセプト指向イノベーション

ー自律分散システムのコンセプト・事業日技術一
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―思考 ―

自律分散システム

コンセプト(概念)
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構造変革 :

国際化

ニーズ

オンライン

拡張性

(成長)

フォールト

トレランス性

(新陳代謝 )

オンライン

保守性

(免疫)

1.1動機と背景
事業口技術口科学

大規模システム

鉄道システム

FAシステム

鉄鋼プラント
システム

金融口証券情報
システム

広域情報通信
システム



工学モデル

自
律
分
散
シ
ス
テ
ム

生体の特徴

成長

新陳代謝

免疫

進化

分子生物学的特徴

生成

DNA:遺伝子情報
複製 :同一の遺伝子 ,

細胞を生成

永存

リセプター :遺伝子に書
かれた抗原反応装置

ホメオスタシス :免疫機
能による恒常性

改造
利己的遺伝子 :遺伝子が

利己的に動く

自律分散システムのコンセプト:生物と工学のアナジー
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1生物
|システム

1自律分散
|システム

ヽ

効

果

成長

新陳代謝

免疫

条

件

均質

局所

平等

自律分散コンセプトと生物アナロジー
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自律分散システム
アーキテクチャ
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ニーズ

オンライン

拡張性

(成長)

フォールト

トレランス性
(新陳代謝 )

オンライン
保守性
(免疫)

自律分散

自律可協調性

自律可制御性

/

修復
メ

日異常が正常

ロサブシステムを統合

Non―normalisnormal

Atfirst sulbsystelxl exilts

/

自律分散システムのコンセプト

Copy『 lgllt◎ KillJi Mon,Wascda U



データフィールド(DF)

条件

均質性

平等性

局所性

彰 ァヱソ″音ョン

報共有

← 自律管理
システム

ソフトウェア

自律性

自律可制御性

自律可協調性

システムアーキテクチャ:

}DF

′

核構造 (アトム)自律体

データ駆動 i自律

データフィールド
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2021/10/25

技術、間題解決指向

コンセプト指向

構造変革
(思考基盤ロコンセプトの創出による
技術とマーケットの連鎖 )

コンセプト指向への進化
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事例1:事業・技術構造変革
― 製造 ―

(サイバーフィジカルシステム)

鉄道インフラ

京圏輸送管理システムATOS
utonomous decentralized Train transport Operation Systelm)
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oIIigh_speed railway

(Shinkansen)1964

Trend of

Railway Systems
事業構造変革 価値構造変革
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2.3       東京圏輸送管理システム(ATOS)
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2.4                                  十一
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制御システム (フィジカル ) 情報システム(サイバー)

シ
ス
テ
ム
構
成

線区間

ネットワーク

G:ゲートウェイ 4-:制御データのフロー … :情報データのフ

制御用イーサネッド

線区

ネットワーク

(19線区 )

駅

(300層尺)

機能
列車追跡
進路制御
ダイヤ管理
保申 作 当管理

ロダイヤ計ぎ
~

日
保守計画
口顧客情報サービス 自律分散アーキ

Au3o■ omy in Station
事例 :JR東京国輸送管理システム(ATOS)
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最終分離システA

お 象母晴

森北出版
2006年 9月

妖 日本

科学出版社
2008年 10月
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